
自然の猛威
～駒ヶ岳の大噴火～

昭和４年

大沼公園にて

　平成８年から１２年までの間に起こった小噴
火などの火山活動の為、「山頂から半径４キロ
メートル以内の入山規制」が、今年の6月から
10月までの土曜・日曜・祝日という限定で、
一部緩和され「馬の背」地点まで登山できるよ
うになりました。
　私も含め、このニュースに心躍らせた登山愛
好家の方は多いと思います。これまで、調査登
山などでしか入山できなかった駒ケ岳が、一部
ではあるものの多くの方が楽しめるようになっ
たのは、現在の駒ヶ岳の火山活動の噴火警戒レ
ベルが「平常」の状態にあるからだと思いま
す。
　しかし、忘れてはいけないのは、決して噴火
しないわけではなく、火山活動が静まっただけ
であることです。現在も、気象庁や北海道大学
関係機関による火山観測が続けられている活火
山であることを忘れ、規則やマナーを守らない
場合、大きな怪我につながってしまいますの
で、注意してください。
　また、自然は時折、人間の予測を遥に超えた
活動をすることがあります。その事を忘れない
為にも、今回紹介する写真は最後の大噴火にな
りました昭和４年の駒ヶ岳大噴火の様子になり

ます。写真の中央に「遊船」（右読み）とかか
れた小屋が見えますので、大沼公園広場から
駒ヶ岳を撮影したものだと推測できます。そし
て、駒ヶ岳の馬の背付近から黙々と立ち上がっ
ている煙が当時の噴火の大きさを物語っていま
す。噴火当初は、函館山の麓付近からでも、黒
煙が立ち上がる様子が見えたというほどですか
ら、この写真は、おそらく噴火活動が沈静化し
つつある頃に撮影したと考えられます。
　昭和４年の大噴火の被害のほとんどは、降下
軽石と軽石流によるものが多く、死者２名、全
壊を含む家屋の倒壊は約１９００棟にも及んだ
といわれます。ちなみに、この写真のネガに相
当するものは、ガラス板で出来ており、当時大
沼で写真館を営んでいた方から寄贈された貴重
な資料として当館で保管されています。
　時折、その猛威を振るう駒ヶ岳ですが、その
火山活動によって、川がせき止められ作られた
大沼・小沼・じゅんさい沼などの湖沼群と湖に
浮かぶ島々が形成され、現在の素晴しい大沼の
景観が作られました。
　神の手作りによって残された自然景観の美し
さを私たちが後世に伝える努力をしなくてはな
らないことを忘れずに・・・。
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※９月の休館日はありません

敬老の日
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今年の夏は、チョウが多いように感じる。館の周
りでもキアゲハやカラスアゲハといった大型のチョ
ウが舞っている姿がよく見られ、思わず網を持ちた
くなるほどだ。こういった現象は、異常な暑さが関
係しているのだろうか・・・。しかし、お盆を過ぎ
たあたりから、少しずつ昆虫達の姿が少なくなり、
空に浮かぶ雲も秋の様相に変化してきてい
る・・・。自然に目を向けると、改めて、日本が四
季の国だと感じてしまいます。（やまだひさし）

　編 集 後 記 　～tawagoto～
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9月の予定
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　　　　　夜の博物館第２回目は「縄文時代を
考える」と題し、実際に土器を観察しながら、
縄文時代中期から晩期までの土器文様などが変
化していることを学びました。
　また、大型建造物が作られたりすることや、
土器の移り変わりなどから、縄文時代の背景や
環境を考察し、意見を交わしました。
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　　　　　７月のジュニア探検クラブは「縄文
探検」と題して、木古内町大平遺跡の見学・発
掘と、北斗市郷土資料館に行って来ました。
　大平遺跡で、擦文時代の住居跡を見学させて
いただいた後、現場で作業をしている方達に教
えてもらいながら、発掘体験に挑戦しました。
今回掘らせてもらった場所は盛土といって、土
器などが捨てられていた場所で、掘る前から土
器などの破片が見えていて子ども達は大興奮！
　作業開始からまもなく、あちこちで「あっ
たー！」「大きいのが出てきたー！」と声が飛
び交っていました。約１時間体験させてもらい
ましたが、まだまだ掘り足りない！といった様
子の子ども達でした。

　　　　　昆虫採集・標本つくり教室を開催し
ました。虫の先生二人を講師にまねき、午前中
は東大沼へ虫捕りへ。子ども達は、慣れない大
きな網を両手で持ち、蝶やトンボを見つけては
一目散に走っていました。
　午後からは、歴史館に戻り、捕った虫を標本
にする作業をしました。死んでいる事を確認し
てから、展翅板という板に乗せ、虫に針を刺
し、形を整えながら周りも針で固定していきま
す。始めは、恐る恐る作業していましたが、２
匹、３匹と数をこなしていくうちに真剣な表情
になり夢中になっていました。このまま二週間
ほど乾かして完成です。
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7月1日から開催していた
［世界の昆虫展］が８月２
２日で終了します。小さな
お子さんから大人までたく
さんの方にご来場いただ
き、ありがとうございまし
た。（A）

虫捕りに出陣だー！

時間が足りなーい！

これが土器の破片
だよ。

See you!


